




































































一人称 除外 wanu waˑha
包括 aga











































１）du=N wakaraN-totʃi wanu=gatʃi narasuN=tʃi aNna?
自分も 分からないくせに、 私に 教えるって あるか？






４）wanu tasukitʃi satagutu, kwaˑʃi　taˑgirasuN





  私 だよ
　表２でしめしているように、waˑには、助詞や名詞がつきうる語根のような機能がある。
属格をあらわす場合は、wa-が単独で用いられる。
６）eˑ=ga jaˑ=ja waˑ ja=kka mageheN

















































































11）aga=ga nama sukatonu kutuba=ja































12）jaˑ juda-mu, nuga nu=N aniraN-ga?
お前を 呼んだが、 なんで 何も 言わないのか？





15）taˑtu muto-gutu, tʃiˑtu jaˑ=gatʃi sasu-sa



























































17）marukeˑtʃi naˑmi=tu itatʃi widukeheˑbitaN
久しぶりに あなた様と 会って 楽しかったです。
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　naˑmiにおける属格は、gaによってあらわせる。










































































































23）duˑ=nu ʃigutu=ja du=ttʃi ʃiwa
自分の 仕事は 自分で しろ。
　首里方言で見られるduːnaː「自分たち」ような、再帰代名詞の複数形式は、惣慶方言に
存在せず、複数の人をあらわす場合もduが用いられる。
24）mukaʃi=ja muru=ga unu <doːgu>5 du=ttʃi　sokorutaN6















単数 kwiˑ wiˑ eˑ
複数（人のみ）ku-neˑsu u-neˑsu a-neˑsu
場所（「ここ」など） ku-ma maˑ a-ma
場所（「この辺」など） ku-Ndeˑ u-Ndeˑ a-Ndeˑ
連体詞（「この」など） ku-nu u-nu a-nu
属性（「このような」など） ku-Nnetʃi anu （u-Nnetʃi anu） a-Nnetʃi anu





















































｛kwiˑ/×wiˑ｝=ja waˑga katenu sumutu joN













28）meˑ=ni maNdena tʃiˑritʃa kada-haga=ja
前に 一緒に チーイリチャーを食べただろう？
｛kwiˑ/wiˑ/eˑ｝=ja naˑ tukeˑ kamibusaN




29）Ａ：kiNnu <kutʃoːsaN>=ga tʃakuʃi=tu itataN=do
  昨日 区長さんの 長男と 会ったよ。
Ｂ：{wiˑ/eˑ/×kwiˑ｝=ja itatʃi-anu kwaˑ joˑta-ga?
（直訳：それ/あれは、 どんな 子 だったか？）





30）imi=Ndʒi ikigawaˑbi=tu itataN. ｛eˑ=ja/kwiˑ/×wiˑ｝=ja kwaʃi kwitaN
（直訳：夢で 男の子と 会った。 あれ/これは お菓子をくれた）



























































































































31）kunu ʃigutu=ja saru=gatʃi ʃimita-ga?






34）kwaˑʃi=ja taˑtu aˑ-mu, duˑ=ga maˑha-ga?











37）itaNnetʃi anu kwaˑʃi ɸuˑsa-ga?
どのような お菓子 欲しいか？
６．１　不定語（不定表現）
　本章においては、 惣慶方言の不定表現（不定詞、 不定語、indefinites, indefinite 
pronouns）に関して記述する。Haspelmath（1997：２）は、さまざまな語族にわたる40
言語のサンプルを検討したうえで不定表現の９つの機能を区別している。
①　 specific, known to the speaker（特定かつ話し手にとって既知）：「あなたがいなかっ
たとき、誰かが電話したよ。誰か当ててみて！」















38）daˑ=nike=joˑtʃiN haʃi=ga aˑnu hadu
どこかに 橋が あるはずだ。
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39）eˑ=ja wadʒitoN=nettʃi aˑ-mu, nuˑ=joˑtʃiN ai=ru sutaka?

















43）jaˑ=nikeˑ waNtaN=ja. da=ttʃi=ga joˑra idʒi=ru wutana?
家に いなかったね。 どこかに 行っていたのか？
44）kunumeˑ ikigangwa=ga saru=ga jˑora soˑtʃi tetamu...
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